
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

飯塚市つながりサポートカフェ事業【飯塚市】

目的・目標

事業の特徴

当市の男女共同参画推進センターでは、女性のための法律相
談・一般相談を実施しており、相談件数は年間90件程度であり、
緊急を要するDVに関する相談も随時対応を行っている。しかしな

がら相談事業は、特定した平日に予約制で実施しており、休日し
か相談できない方への配慮等ができない状態である。

困難を抱える女性が気軽に相談できる居場所の提供を行う。平
日に仕事を持っている女性でも相談しやすいように、実施日に土
曜、日曜も含め、市内6ヶ所で開催した。また相談支援の一環とし、

市内女子中学生に生理用品の配付をし、若年層への事業参加促
進と啓発を実施した。

孤独・孤立で不安を抱える女性が社会との絆やつながり回復す
ることを目的とし、きめ細やかな対応ができるよう研修を受けた女
性により運営を行うことで、2次的な被害の防止と支援を実施する。
【目標】
事業実施の目標参加者数300人／実績328人

いいづか男女共同参画推進ネットワーク

つながりサポートカフェ事業の実施により、課題や困難を抱える
女性の支援を実施することができた。また市の相談事業の周知も
並行して行うことで、相談窓口の認知度を上げることができた。
【実績】
つながりサポートカフェ事業参加者延328人
（うち、アウトリーチ型支援の実施4人を含む）

困難を抱える女性に相談できる場所があることが周知できるよ
う相談事業の認知度を上げるための広報を充実させる。必要に
応じて、国、県の相談事業についても情報発信を実施していく。



事業の概要

＜カフェ事業のチラシ作成＞
市内6ヶ所で開催する「つながりサポートカフェ事業」に、市民が参加しやすく
わかりやすい内容とするために、記載形式を統一し、開催場所の周知のための
色分けを行うなどの工夫を行った。

＜飯塚市つながりサポートカフェ事業＞
（１）つながりサポート事業のスタッフとなる会員の支援強化のため、人材育成を目的とした研修会を開
催。

●４回開催：研修参加者総数延５５名
（２）困難や課題を抱える女性が気軽に相談できる居場所を提供する。

・平日は仕事などで相談に来ることができない女性が相談しやすいように、土曜、日曜に開催した。
・地域性を考え、市内６ヶ所で開催した。
・飯塚市民として利用できる相談機関を集約したカードを作成し、配付した。
・相談支援の一環として、市内女子中学生に生理用品を配付をし、若年層への事業参加促進と啓発を実

施した。
●６回開催：参加者数３２４名

（３）アウトリーチ型支援の実施
・つながりサポートカフェ事業の中で解決できない相談者に対し、
支援や付き添いを実施し、問題解決に導く。

●４回実施：４名

＜生理用品の配付＞
会場において、生理用品の配付と、
市の相談事業のチラシの配付を実施。

＜事業会場の様子＞
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